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2で
、
農
学
部
、
工
学
部
、
芸
術
学
部
の
知
の

統
合
（Consilience

）
に
向
け
、
分
野
横
断

で
協
働
す
る
機
運
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
情
熱

を
傾
け
て
誕
生
し
た
の
が“M

oonlight
Sonata”LED

Lettuce

で
す
。

　
農
学
部
先
端
食
農
学
科
の
渡
邊
博
之
教
授

に
よ
る
と
、
音
楽
が
植
物
や
農
作
物
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は
、
近
年
信
頼
性
の
高
い

研
究
成
果
も
報
告
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

こ
でSciTecFarm

（
L
E
D
農
園
）で
「
月

光
ソ
ナ
タ
」
を
聞
か
せ
た
レ
タ
ス
を
生
産
、

Consilience
H
all2020

竣
功
式
の
記
念

品
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
月
光
ソ
ナ
タ
」
の
演
奏
は
芸
術
学
部
パ
フ

ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
学
科
の
小
佐
野
圭
教

授
が
行
い
、University

ConcertH
all

2016
M
ARBLE

で
録
音
、SciTec

Farm

0
2
0
年
、
E
S
T
E
A
M
教
育
に

か
か
わ
る
エ
リ
ア
の
整
備
が
進
む
中

の
栽
培
室
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

制
作
で
は
芸
術
学
部
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ザ
イ
ン

学
科
の
小
北
麻
記
子
教
授
が
デ
ザ
イ
ン
を
担

当
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

福
田
靖
教
授
を
は
じ
め
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
が

STREAM
H
all2019

の
メ
ー
カ
ー
ズ
フ

ロ
ア
で
実
際
の
制
作
を
担
い
ま
し
た
。

「『
E
S
T
E
A
M
教
育
の
象
徴
と
な
る
取

り
組
み
を
』
と
着
想
し
た
ア
イ
デ
ア
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
か
ら
好
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
渡
邊
教
授
は
振
り
返
り

ま
す
。

　
記
念
品
完
成
後
、
学
際
的
な
学
び
の
楽
し

さ
を
感
じ
る
き
っ
か
け
に
と
、
農
学
部
、
芸

術
学
部
の
学
生
が
語
ら
う
場
を
設
け
る
な
ど
、

E
S
T
E
A
M
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
部
を
超

え
た
連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。
交
流
は
新
た

な
価
値
を
創
出
す
る
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
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融合する学びの象徴

 “Moonlight Sonata”
LED Lettuce
LEDによる植物栽培の研究成果をもとに
学内で工場生産される「夢菜」は、
農業のあり方を変える先端的な取り組みです。
この「夢菜」にL.v.ベートーヴェン作曲の
“Moonlight Sonata”「月光ソナタ」を
聴かせて育てる試みが行われました。

University Concert Hall 
2016 MARBLEで行われた
東京理科大学特任副学長・
秋山仁教授の講話後、記念
品（上）を受け取る学生
（右）　校章が刻印されたキ
ーホルダー（右上）

学生や関係者に配布

西松建設と連携して2013年から稼働する学内
のSci Tech Farmの栽培棚で3週間、「月光ソ
ナタ」を聴かせた夢菜（レタス）をパッケー
ジに封入した。右からフリルレタス、グリー
ンリーフ、ロメインレタス（上）　Sci Tech 
Farmの栽培棚。今回の“Moonlight Sonata” 
LED Lettuceもここでつくられた（左）

ESTEAM教育を具現化するレタス

渡邊教授（左）がFuture Sci Tec Labの植物工場
研究施設を案内し、小佐野教授（中央）、小北教
授（右）に研究内容を解説した

研究施設で知見を共有1

ベートーヴェンの3大ピアノソナタの1つ「月光」
は「ソ♯」「ド♯」「ミ」を基点に構成され、「これ
らの音には美しい秩序がある」と小佐野教授。録
音はUniversity Concert Hall 2016 MARBLEで実施

「月光ソナタ」を録音2

パッケージデザインは、小北教授が、「一般的に
イメージされる野菜の生育環境との違いを表現し
たい」との意図からつくりあげた

メーカーズフロアで制作3

完成!
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吉川清美


